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テストベース

Quality Forward ユーザーマニュアル Quality Forward 提案書
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2021年テスト設計コンテスト結果

順位 チーム名

優勝 テス豆

準優勝 シン・田町補充計画

3位 エムスリーQAチーム

4位 ジョゼ
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成果物共有
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テスト計画書
項目 詳細

目的・方針

スコープ

テストアイテム クラウドテスト管理ツール　Quality Forw ard

テスト対象機能 テスト対象モデルから導出した機能から、自動化の費用対効果の高い機能を選んだもの。

非テスト対象機能 上記以外。手動テスト担当チーム（（仮）：Aチームに頼む）

アプローチ

テストレベル選定 システムテスト

テストタイプ選定 機能テスト

テストタイプ毎の目的 機能の合致性検証

テストタイプごとのテスト対象 費用対効果の高い機能一覧

テストアプローチ

マネジメント

テストタスクと担当 テス豆

テスト環境 シート名：テストシステムアーキテクチャを参照のこと

スケジュール シート名：テストスイートアーキテクチャに定めるテストの順番を参照のこと

リスクとその対策

リスク 対策

手を動かせるメンバが限られている。
費用対効果の高い機能一覧から、現メンバ（3人）で１

Wで出来そうな機能を選定する。

やみくもに自動化してもスクリプト保守コス

トがかかってしまう。
実装保守しやすいものを選定する。

全て手動でやってしまうと、機能アップデー

トがかさむとテスト時間が膨大になってしま

う。

何度もテストする見込みの物を選定する

自動化ツールはどうすればいいのか。 無償で環境構築コストの低いものを利用する。

成果物 TB D テスト設計書

文書管理 TB D ドキュメント体系書

該当機能の合致性検証のために必要な技法を選定し、必要なテストのパタンを洗い出す。

QF開発チームの一員であるテス豆は、ASTER社様より「機能アップデートによるリリース頻度増加を

見据えたテスト自動化」のご依頼を承りました。「費用対効果の高いテスト実行の自動化」をASTER

社様に提案する。

テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

これをもとに今後テストを行っていくこと
になります。後工程で変更が生じた場合は

ここもしっかり修正することで、ぶれないテスト
設計ができるようになります。

テスト全体の目的や方針、スコー
プや進め方がまとめられています。
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「改」の部分のように、後から追加になっ
た部分は追加して関係性をわかりやすくす
るとよいでしょう。

テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

どんなテストベースからどんなテ
スト分析を行っていくかがまとめ
られています。

シン・田町補充計画
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テストの全体像

テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

要求分析もいろんな観点から複数の
方法で分析してみると、よりよい
テスト設計につながります。

自分たちが行うテスト分析からどんなテ
ストをいつ行うか、まとめられています。
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テスト要求分析
テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

この他のやり方でも分析できないか
考えてみてください。

テスト要求分析として、仕様をユース
ケースで整理しています。
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ユースケース分析
テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

リスクや機能の重要度なども優先度に
影響することがあるので、他の視点
からも考えてみるともっとよくなると
思います。

こちらもユースケース分析ですが、ユー
スケース図ではなく、文字でまとめてい
ます。優先度もつけて重要なパスがわか
りやすいように工夫しています。
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テスト要求分析

テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

1つの機能が、複数の観点に紐づくはずです。
その重複をどう効率よくテストしていくかを
ここから考えていけると良いと思います。

各分析の視点からテスト観点を出
してそれに関連する機能を洗い出
しています。
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リスク分析
テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

このリスクの結果を、今後のプロセス
のどこに活用したか見えるようにして
おくと信頼度の高いテストになるでしょう。

影響度と発生頻度の定義をしっかり
立てて、リスク分析をしています。
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テスト観点ツリー

テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

導出した観点と機能を、重複なく整理できる
と、効率のよいテストができるようになるで
しょう。

抽象度の大きい観点から詳細な観点
を導くとともに機能とも結びつけて
います。
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テストアーキテクチャ設計
テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

ここで各テストの重複を減らしたり、優先度
や実行順も見えるようにするとみんなにわか
りやすいものになると思います。

観点と関連画面、ステークホルダー
の操作を、機能ごとに箱を作って分
類しています。

拡大
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テスト詳細設計結果
テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

残念ながら、せっかくまとめたテストアーキテクチャ
設計との関連がわからなくなってしまっていました。
トレーサビリティをつけると漏れがみつかりやすくな
り、信頼性も上がると思います。

テスト観点ごとにどんな目
的でどの技法を使ってテス
トするかをまとめています。
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テスト実装結果(自動化テスト)
テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

こちらも、全てもれなくできているかがわか
るようにまとめられると良いと思います。

テスト自動化する部分のスクリプト
を実際に書き出しています。
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テストケース(手動テスト)

テスト計画 テスト設計テスト分析 テスト詳細設計 テスト実装

ここで利用するテストの値や条件などを、
テスト技法を使って導きだせるようになると
良いと思います。

実際にテストを実行するためのテス
ト条件、手順、期待結果などが書か
れています。

ジョゼ 16

@Satomi Ogusu



まとめ
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